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「超広帯域レーダーによる幼児置き去り検知システムの開発」が 

第75回自動車技術会賞において技術開発賞を受賞 

 

株式会社東海理化（本社：愛知県丹羽郡大口町 代表取締役社長：二之夕 裕美）の「超広帯域レーダーによる

幼児置き去り検知システムの開発」が、公益社団法人 自動車技術会が主催する第75回 自動車技術会賞におい

て「技術開発賞」を受賞しました。 

 

当社は、レーダーを用いて、車内に置き去りされた幼児を検知し、熱中症などにより命を落とす痛ましい

事故を未然に防ぐことを目的に開発を進めてまいりました。 

その一方でレーダーによる検知は普及において、低コスト化と高精度な検出性能の両立が課題でしたが、こ

の度、デジタルキーシステムに用いられている超広帯域(UWB)無線通信技術をレーダーとしても活用するこ

とで、通信機能と検知機能の一体化が可能となり、システム全体の低コスト化を実現しました。さらに、複

数のアンテナを用いて受信信号の到達時間の差に着目した独自のアルゴリズムを提案・開発し、車載マイコ

ン上でも動作可能な軽量な処理で、新生児のわずかな体動も高精度に検出することを可能としました。この

技術開発は、今後の幼児置き去り検知システムの普及に大きく貢献するとともに、車内の安心・安全の向上

に寄与するものとして高く評価され今回の受賞に至りました。 

当社はこれからも社会課題を解決する技術開発を推進し、人々が安全・安心に暮らせるモビリティ社会の実

現に貢献してまいります。 

 

ご参考：【自動車技術会 表彰URL】第75回_自動車技術会賞 

 
 

【本件に関するお問い合わせ先】株式会社東海理化 総務部広報室（0587-95-5211） 
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